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定
義

^

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
特
定
多
国
籍
企
業
」
の
定

義
を
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

\

法
人
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る

国
等
以
外
の
国
等
に
当
該
法
人
の
子
法
人
等
を
設

立
し
て
い
る
法
人
で
あ
っ
て
、
国
際
的
規
模
で
事

業
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し

て
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人

]

高
度
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人

_

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
国
内
関
係
会
社
」
の
定
義

を
、
特
定
多
国
籍
企
業
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
国

内
の
会
社
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

`

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
研
究
開
発
事
業
」
の
定
義

を
、
技
術
革
新
の
進
展
に
即
応
し
た
高
度
な
産
業
技

術
の
研
究
開
発
を
行
う
事
業
等
の
う
ち
、
新
た
な
事

業
の
創
出
及
び
就
業
の
機
会
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る

も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

a

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
統
括
事
業
」
の
定
義
を
、

二
以
上
の
法
人
（
こ
れ
ら
の
法
人
の
本
店
等
が
所
在

す
る
国
等
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の

そ
れ
ぞ
れ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を
取
得

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
二
以
上
の
法
人
が
行
う

事
業
の
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
二
以
上

の
法
人
が
行
う
事
業
を
統
括
す
る
事
業
の
う
ち
、
新

た
な
事
業
の
創
出
及
び
就
業
の
機
会
の
増
大
を
も
た

ら
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
四
項

関
係
）

b

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
中
小
企
業
者
」
の
定
義
を

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
五
項
関
係
）

３

主
務
大
臣
は
、
特
定
多
国
籍
企
業
に
よ
る
研
究
開
発

事
業
及
び
統
括
事
業
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定

め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

我
が
国
に
お
い
て
新
た
に
研
究
開
発
事
業
又
は
統
括

事
業
を
行
う
た
め
、
当
該
研
究
開
発
事
業
又
は
統
括
事

業
を
行
う
国
内
関
係
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
特
定

多
国
籍
企
業
の
当
該
研
究
開
発
事
業
又
は
統
括
事
業
に

関
す
る
計
画
の
認
定
及
び
変
更
等
に
つ
い
て
規
定
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
〜
第
七
条
関
係
）

５

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
特
例

外
国
投
資
家
が
認
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
う
国
内

関
係
会
社
の
株
式
等
の
取
得
に
つ
い
て
外
国
為
替
及
び

外
国
貿
易
法
第
二
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
三
〇
日
」と
あ
る
の
は
、「
二
週
間
」

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

６

中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
特
例

中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
は
、
中
小
企
業
投
資

育
成
株
式
会
社
法
に
規
定
す
る
事
業
の
ほ
か
、
認
定
事

業
者
で
あ
る
中
小
企
業
者
が
認
定
事
業
計
画
に
従
っ
て

事
業
を
行
う
た
め
に
資
本
金
の
額
が
三
億
円
を
超
え
る

株
式
会
社
を
設
立
す
る
際
に
発
行
す
る
株
式
の
引
受
け

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
関

係
）

７

特
許
料
等
の
特
例

^

特
許
庁
長
官
は
、
認
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
わ

れ
る
研
究
開
発
事
業
の
成
果
に
係
る
特
許
発
明
に
つ

い
て
、
第
一
年
〜
第
一
〇
年
ま
で
の
各
年
分
の
特
許

料
を
納
付
す
べ
き
者
が
一
定
の
中
小
企
業
者
で
あ
る

と
き
は
、
特
許
料
を
軽
減
す
る
こ
と
等
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
一
項
関
係
）

_

特
許
庁
長
官
は
、
認
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
わ

れ
る
研
究
開
発
事
業
の
成
果
に
係
る
発
明
に
関
す
る

自
己
の
特
許
出
願
に
つ
い
て
、
そ
の
出
願
審
査
の
請

求
を
す
る
者
が
一
定
の
中
小
企
業
者
で
あ
る
と
き

は
、
納
付
す
べ
き
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
を
軽

減
す
る
こ
と
等
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条

第
二
項
関
係
）

８

課
税
の
特
例

^

認
定
事
業
者
が
設
立
し
た
国
内
関
係
会
社
の
認
定

事
業
計
画
に
従
っ
て
行
う
事
業
に
係
る
所
得
に
つ
い

て
は
、租
税
特
別
措
置
法
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

課
税
の
特
例
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一

条
第
一
項
関
係
）

_

認
定
事
業
者
が
設
立
し
た
国
内
関
係
会
社
の
取
締

役
等
が
、
一
定
の
外
国
法
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
新
株

予
約
権
の
行
使
に
よ
り
当
該
外
国
法
人
の
株
式
を
取

得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
株
式
の
取
得
に
係
る
経

済
的
利
益
に
つ
い
て
は
、
租
税
特
別
措
置
法
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
課
税
の
特
例
の
適
用
が
あ
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
二
項
関
係
）

９

雑
則

国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
、
国
の
認
定
事
業
者

に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
、
主
務
大
臣
の
報
告
徴
収
並

び
に
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
等
に
つ
い
て
所
要

の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条
〜
第
一
五

条
関
係
）

10

罰
則

罰
則
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
六
条
関
係
）

11

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
四
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に

関
す
る
政
令
（
政
令
第
二
〇
八
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

平
成
二
四
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
二
三
日
ま
で
の
間

の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
を
激
甚
災
害
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

当
該
災
害
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
適
用
す
る

こ
と
と
し
た
。

^

農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別

措
置

_

農
林
水
産
業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
の

補
助
の
特
例

`

小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要

額
へ
の
算
入
等

a

熊
本
県
阿
蘇
市
の
区
域
に
係
る
激
甚
災
害
に
つ
い

て\

中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関
係
保
証

の
特
例

]

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法
に
よ

る
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
の
特
例

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

裁
判
所
法
及
び
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と

の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
五
十
四
号

裁
判
所
法
及
び
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験

等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

（
裁
判
所
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

裁
判
所
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「
な
つ
た
と
き
」
の
下

に
「
、
又
は
修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
に
つ
い
て

修
習
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
で
あ
る

事
由
と
し
て
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
が
あ
る
と

き
」
を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
修
習
資
金
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と

の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

三
十
九
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
法
曹
の
養

成
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
に
お
い
て
、
司

法
修
習
生
に
対
す
る
適
切
な
経
済
的
支
援
を
行
う
観

点
か
ら
、
法
曹
の
養
成
に
お
け
る
司
法
修
習
生
の
修

習
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
が
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
と
す
る
。

（
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携

等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
十
年
を
経

過
し
た
場
合
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
勘
案
し
、」の
下
に

「
国
民
の
信
頼
に
足
る
」
を
加
え
、「
検
討
を
加
え
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

所
要
の
」
を
「
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
合
議
制
の
組
織
の
意
見
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、

裁
判
所
法
及
び
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と

の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
後
一
年

以
内
に
検
討
を
加
え
て
一
定
の
結
論
を
得
た
上
、
速
や

か
に
必
要
な
」
に
改
め
る
。
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